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遺
跡
の
種
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跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
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岡
京
期

（
八
世
紀
末
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７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
長
岡
京
の
左
京
三
条
二
坊
五
町
及
び
三
条
大
路
の
推
定
地
に
当

り
、
京
都
府
立
向
陽
高
校
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
建
設
に
伴
い
、
調
査
を
実

施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
向

陽
高
校
の
敷
地
内
で
は
、
以
前

の
調
査
で
、
三
条
大
路
南
北
両

側
溝
や
三
条
第
二
小
路
南
側
溝
、

長
岡
京
期
の
掘
立
柱
建
物
跡
三

棟
、
溝
等
を
検
出
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
三
条
大
路

北
側
溝
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

土
器
溜
り
や
轍
を
検
出
し
た
。
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遺
物
は
、
長
岡
京
期
の
上
師
器

・
須
恵
器

。
瓦
類
の
他
、　
円
面
硯

・
転
用

硯

・
墨
書
土
器

。
銘
尾
等
が
出
土
し
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
一
四
点
出
土
し
、

「
廣
」、
「
女
」、
「
福
」、
「
□
田
月
人
」、
「
家
□
」
等
と
記
さ
れ
て
い
る
。

木
筒
は
、
多
量
の
上
師
器

一
須
恵
器

・
瓦
と
と
も
に
、
三
条
大
路
北
側
溝
か

ら
出
上
し
た
。
長
岡
京
廃
都
時
に
、
他
の
遺
物
と
と
も
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
側
溝
は
、
轍
を
埋
め
て
い
る
砂
礫
層
を
削

っ
て
い
る
。

８
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釈
文
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内
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火
鑽
板
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
下
方
左
端
部
に
そ
の
際
の
小
孔
を
三
カ

所
残
す
。
小
孔
の
一
つ
は
、
墨
痕
を

一
部
削

っ
て
い
る
。
送
り
状
と
し
て
使

っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
厚
さ
等
か
ら
み
て
、
本
来
木
簡
用
の
板
で
は
な
く
、

何
ら
か
の
材
を
木
簡
と
し
て
利
用
し
、
そ
の
後
、
火
鑽
板
と
し
て
利
用
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

（山
口
　
博
）

(京都西南郡)




